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アースデイ ウバ ! Hitachinaka 2024 開催 

4 月２０日(土)8：30～15：00 姥の懐マリンプールにて「Love Earth Day」

によるアースデイ イベントが開催されます。世界のアースデイ(地球のために行動

を起こす日)に合わせたイベントでビーチクリーン、磯遊びやシーカヤック等の自然

体験、飲食店の出店、保護犬の譲渡会なども行います。当日、本会では活動を知っ

ていただくためのブースを設けます。「Love Earth Day」は、環境活動が認められ

脱炭素チャレンジカップ 2024 において優秀賞、マクドナルドオーディエンス賞

を受賞しました。(脱炭素チャレンジカップは、脱炭素を目的とした地球温暖化防止

に関する地域活動について、優れた取組を表彰している全国大会です。) 

 

総会の案内 

 

４月１３日(土) 

 １０:００～ 

１２:００  

ワークプラザ勝田 

研修室２にて令和

６年度の総会を開

催します。 

 

２０１０年から行っている多良崎城跡公園内の篠刈り活動

は、コロナ禍の影響で２年ぶりの活動になり、１２月１０日に再

開しました。 

天気にも恵まれて、公園内 二の郭奥の場所を参加者１０名で

篠竹約１００本を刈り取りました。 

今年度２回目の活動は、２月２５日に前回と同じ場所を参加

者１０名で行い、篠竹約１５０本を刈り取り、倒木を集め整理し

ました。 

お昼ごろには小雨がぱらつき、少し寒さを感じる中での篠刈

活動になりました。 

５月には公園内で自然観察会を計画しています。 

那珂湊漁港にプラスチック類を含む多くのごみ等が捨てら

れていて、海洋汚染にも繋がりかねないので、宝物(ごみ)拾い

活動を２０１９年から行っています。 

漁港の堤防近くには「ゴミ捨て禁止」の看板が設置してあり

ますが、草むらの中にレジ袋に入れられたごみ、空き缶、発泡

スチロール箱の切れ端、粗大ごみなどが捨てられています。 

２月２４日に参加者７名で宝物拾いを行いました。 

前日の小雪混じりの雨も上がり、晴天に恵まれても寒さを感

じながらの宝物拾い活動になりました。 

拾った宝物は、燃やせるごみ６２kg、燃やせないごみ１５kg。 

宝物拾い活動のネットワークは、活動を重ねるごとに拡がっ

ています。 

宝物 拾えば 拾った分 地球はキレイになる！ 

 

丁寧に宝物拾い → 

拾った宝物を前に↓ 

←篠刈り作業 

↓参加者の皆さん 
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勝
田
工
業
高
校
で
は
ᵧ
定
期
テ
ス
ト
終
了
後
ᵧ
運
動
部
員
約
百

五
十
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と
生
徒
会
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丸
と
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通
学
路
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掃
を
行
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て
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ま
す
ᵨ
そ
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て
ᵧ
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だ
ご
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て
捨
て
る
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ᵧ

カ
ン
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ᵻ
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し
ᵧ
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ま
す
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こ
の
活
動
を
す
る
こ
と
で
ᵧ
少
し
ず
つ
で
す
が
地
域
の
環

境
は
も
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ん
ᵧ
若
者
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識
に
も
大
き
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て
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で
は
な
い
か
と
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い
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実
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ᵧ
私
も
地
域
清
掃
を

行
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ご
と
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通
学
路
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落
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識
す
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こ
と
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す
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ᶅ
ト
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ト
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プ

ラ
ス
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ク
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ご
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に
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て
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は
な
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プ
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ラ
ベ
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水
洗
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捨
て
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こ
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ᵧ
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ど
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す
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ᵧ
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識
や
関
心
を
高

め
ᵧ
そ
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学
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若
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ᵧ
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ご
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て
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す
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で
は
な
い
か
と
思
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私
達
は
お
世
話
に
な
ᵻ
て
い
る
地
元
ひ
た
ち
な
か
市
に
感

謝
を
忘
れ
ず
ᵧ
地
域
清
掃
活
動
を
運

動
部
だ
け
で
な
く
ᵧ
全
校
生
徒
と
連

携
し
て
行
い
ᵧ
少
し
で
も
若
者
の
意

識
を
高
め
る
こ
と
へ
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
ᵨ 

若
者
の
意
識
が
環
境
を
良
く
す
る
一
歩 

勝
田
工
業
高
等
学
校
生
徒
会
長 

上
金 

勇
輝 

会
員
の
Ｋ
さ
ん
は
ᵧ
長
年
自
宅
近
く
の

通
学
路
の
ご
み
拾
い
活
動
を
毎
週
行
ᵻ
て

い
ま
す
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通
学
路
に
は
ᵧ
歩
道
と
車
道
の
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に

点
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と
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こ
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吸
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ᵧ
コ
ン
ビ
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食

品
の
包
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ラ
ス
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ク
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紙
コ
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プ
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マ

ス
ク
ᵧ
そ
し
て
テ
ᶁ
ᶅ
シ
ᶇ
な
ど
が
捨
て

ら
れ
て
い
ま
す
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地
区
の
人
達
も
ᵧ
子
ど
も
た
ち
が
日
々

登
下
校
の
時
に
ᵧ
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な

道
を
歩
け
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
ᵨ 

下
図
は
ᵧ
小
学
校
に
近
い
通
学
路
で
一

年
半
の
間
に
拾
ᵻ
た
ᵧ
毎
月
の
燃
や
せ
る

ご
み
の
量
と
ᵧ
空
き
缶
ᵧ
ペ
ᶅ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
数
を
示
し
ま
す
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ご
み
全
体
の
量
は
ᵧ
時
期
に
よ
ᵻ
て
変

動
し
て
い
ま
す
ᵨ
２
０
２
２
年
１
ᵧ
２
月
の

ご
み
が
少
な
か
ᵻ
た
の
は
ᵧ
厳
寒
の
時
期

と
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
し
た
時
期
が
重

な
ᵻ
て
い
ま
す
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ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
通
学
路
を
ᵧ
子

ど
も
た
ち
が
登
校
し
な
が
ら
ᵭ
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
！
ᵮ
と
元
気
に
挨
拶
し
ᵧ
通
学

路
で
交
通
安
全
指
導
を
し
て
い
る
人
も
笑

顔
で
ᵭ
行
ᵻ
て
ら
ᵻ
し
ᵼ
い
ᵮ
と
見
送
り
ま

す
ᵨ 私

た
ち
市
民
が
ᵭ
ひ
た
ち
な
か
市
ま
ち

を
き
れ
い
に
す
る
条
例
ᵮ
を
守
り
ᵧ
子
ど
も

た
ち
が
気
持
ち
よ
く
通
学
で
き
る
道
路
に

し
て
ᵧ
美
し
い
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
街
に
し

て
い
き
ま
し
ᵾ
う
ᵨ 

通学路約 1 キロで拾った主なごみ 5 種の個数および燃やせるごみ 

子どもたちにきれいな通学路を！ 

会員の K さんは、日常生活の中で環境への取り組みとして 

ごみ拾い活動を行っています。近年の活動の様子を取材しました。 

清掃活動の様子 

 
 

体積 

(ℓ) 

個数 

(個) 
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本
会
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ᵧ
森
林
保
全
を
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ᵻ
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ま
す
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① 

美
田
多
町
風
致
地
区
の
竹
林
保
全 

② 

多
良
崎
城
跡
公
園
の
篠
竹
刈
り 

竹
林
保
全
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し
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１０
月
か
ら
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の
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に
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ᵻ
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間
伐
し
た
竹
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３
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枝
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を
落
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し
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ま
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こ
れ
ら
の
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か
ら
８０
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て
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分
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し
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も
の
を
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炭
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に
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ᵨ
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ラ
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缶
製
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液
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ᵧ
イ
ベ
ン
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し
て
い
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す
ᵨ
ま
た
ᵧ
竹
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工
品
と
し
て
ᵧ
キ
ᶆ
ン
ド
ル
立
て
ᵧ
竹
ぽ

ᵻ
く
り
ᵧ
ブ
ン
ブ
ン
ゴ
マ
ᵧ
青
竹
踏
み
ᵧ

花
器
等
を
作
り
活
用
し
て
い
ま
す
ᵨ 

令
和
５
年
度 

森
林
保
全
活
動 

今
年
度
か
ら
ᵧ
間
伐
竹
の
有
効
活
用
と

し
て
ᵧ
小
型
チ
ᶅ
プ
加
工
機
を
購
入
し
ᵧ

加
工
し
た
竹
チ
ᶅ
プ
を
山
道
に
播
き
下

草
の
抑
制
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
ᵨ 

 

多
良
崎
城
跡
公
園
の
篠
竹
刈
り
活
動

は
ᵧ
篠
竹
繁
茂
に
よ
る
荒
廃
を
防
止
す
る

た
め
に
行
い
１４
年
目
に
な
り
ま
す
ᵨ 

下
草
刈
り
や
倒
木
の
整
理
・
集
積
を
行

い
ᵧ
刈
り
取
ᵻ
た
篠
竹
は
ᵧ
近
隣
の
方
が 

農
作
業
用
に
使
用
し
て
い
ま
す
ᵨ 

参
加
者
は
ᵧ
運
動
不
足
解
消
に
向
け
て

健
康
的
に
体
を
動
か
し
ᵧ
竹
と
格
闘
す
る

中
で
汗
を
か
き
楽
し
み
な
が
ら
森
林
保

全
活
動
を
行
ᵻ
て
い
ま
す
ᵨ 

チェーンソーで間伐作業 

見通しが明るくなりました! 

調
査
・
給
食
残
渣
の
堆
肥
化
・
企
業
に
ス

ト
ロ
ᶌ
レ
ス
牛
乳
の
提
案
ᵨ 

美
乃
浜
学
園
⺢
ス
カ
シ
ユ
リ
の
復
元
活
動

と
沢
田
湧
水
地
の
水
量
の
維
持
ᵨ 

佐
和
高
⺢
海
岸
清
掃
ᵨ
今
後
は
ゴ
ミ
の
減

量
と
再
利
用
を
検
討
ᵨ 

茨
城
高
専
⺢
干
し
芋
残
渣
堆
肥
の
悪
臭
の

主
原
因
物
質
は
酢
酸
で
あ
る
と
分
析
ᵨ
牡

蠣
殻
と
活
性
炭
に
よ
り
臭
気
抑
制
の
効

果
が
大
ᵨ 

最
後
に
ᵧ
茨
城
大
学
原
口
弥
生
教
授
に

よ
る
講
評
が
あ
り
ま
し
た
ᵨ 

環
境
⏝
␙
␃
⏞
⏌
␆
２０２４ 

環境活動事例の紹介 

田彦中 家庭での食育が食品ロスをふせぎます 

細断作業→ 

参加の皆さん 

 

２
月
１０
日
ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館

で
ᵧ
市
主
催
に
よ
る
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
ᵨ 

環
境
保
全
啓
発
ポ
ス
タ
ᶌ
コ
ン
ク
ᶌ
ル

表
彰
式
の
後
ᵧ
市
内
の
小
・
中
・
義
務
教

育
学
校
ᵧ
高
校
ᵧ
茨
城
高
専
に
よ
る
環
境

活
動
事
例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
ᵨ 

中
根
小
⺢
夏
休
み
中
ᵧ
児
童
の
一
人
ボ
ラ

ン
テ
ᶁ
ア
ᵨ
無
駄
を
減
ら
す
活
動
ᵨ 

前
渡
小
⺢
ほ
た
る
の
森
ᶝ
学
校
ビ
オ
ト
ᶌ
プ
ᶞ

で
の
自
然
観
察
や
体
験
学
習
ᵨ 

田
彦
中
⺢
中
学
生
が
環
境
に
取
り
組
む
意
義

を
考
察
ᵨ
エ
ア
コ
ン
の
効
率
よ
い
使
い
方
の 
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美田多町の休耕地を借用して、ソバ、ジャガイモ、タマネギの栽培

を行いました。 

ジャガイモは、８月に植え付けたので、暑さで腐らないように種芋

は切らずに丸ごと植えつけました。一株に大小合わせて８個くらい

のジャガイモが収穫でき、12 月に新ジャガを味わいました。 

今年、初めてチャレンジしたホームタマネギは、土が合わなかった

のか、肥料が足りなかったのか、あまり大きくなりませんでした。 

ソバは約 96 ㎏の実を収穫し、一週間ほど干して乾燥させ 93 ㎏

となり、来年の播種用に 3 ㎏を残して製粉に出し、69 ㎏のそば粉が

できました。早速、そば打ちをしてみたところ、そば粉が乾燥し過ぎ

ていたようで生地がひび割れてしまいました。水を多めにして打ち

直したところ、うまくできました。ソバの実の乾燥具合は…来年度の

課題です。 

休耕地の有効活用 

段ボールコンポスト講習会 参加者の声 

ソバの実を 96kg 収穫 

  脱穀作業 

小学校５年生 紗愛（さえ）さん 

主に、母がコンポストの管理をしています。たまに、私が生ごみを

入れてかき混ぜています。白いカビが生えたり、虫がわいたりしてい

ないため、見た目の変化は特にありません。 

 ３人家族で生ごみが少ないため、生ごみが微生物に分解されるスピ

ードも速いのかなと思います。 

お母さん 

段ボールコンポストを玄関の片隅に置いて、様子を観察しています。

驚くことに、生ごみの臭いが全く気になりません。 

毎日必ずかき混ぜたり、生ごみを入れたりしなくても OK なので、

自分のライフスタイルに合わせて、のんびりと時間をかけてコンポス

トを育てているところです。 

７月の段ボールコンポスト講習会に参加した親子から、その後の様子を

教えていただきました！ 

  生ごみを入れてかき混ぜる様子 

ひたちなか・東海 

ハイトラスト株式会社 

ひたちなか市新光町 103-2 
ＴＥＬ（029）265-5371  
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